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入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 
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第 1339 回 ( 7 月 28 日) 例会の記録 

点 鐘  小林奈保絵会長 

第２副ＳＡＡ  江原会員 稲見会員 

出 席 報 告   出席向上委員会 江原伸夫委員長  

会員数 出席者数 出席率 

19名 11名 80.00 ％ 

 
 

 

 

小林奈保絵 会長 

皆様、こんにちは。 
本日の例会は、初め

てであると思われま

すが、この事務局で

行う事となりました。 

机と椅子は、清水幸

彦会員からご提供頂

きまして、この月曜日

に社員の方々が運

んで下さいました。 

そして、柴田会員に

立ち合って頂き、こ

のような形となりました。猛暑の中、本当にありがとうご

ざいました。お二人には、本当に感謝致しておりま

す。 

皆様、如何でしょうか。人数が 19人と少なくなり、存続

の岐路に立たされていますので、狭山中央 RC存続

のために、まずは、やってみようという事で、この事務

所での例会です。 

後ほど、ご意見を頂戴したいと思っております。 

 

さて、会長の時間ですが、本日はガバナー訪問に備

えての時間としたいと思います。 

高丹ガバナーからの連絡は「クラブ活性化のために」

と題し、会員のデイスカッションを求めておられます。

私共は、2016年度から長年に亘って狭山市の子ども

食堂のひとつ、ひまわり俱楽部を応援しております。

これにちなんで、子どもの格差について、考えるよす

がになれば良いと思いまして、お話したいと思いま

す。 

ガバナー訪問の当日は、ひまわり俱楽部の井島さん

にお越し願って、30分位の講演をお願いしておりま

す。その後、会員の皆様のご質問や意見をお伺いし、

その後ガバナーの講評を賜るつもりでおります。 

現在、狭山市内の子ども食堂は 12 箇所あるそうです。

ひまわり俱楽部は毎週日曜日に開催していますが、

他の子ども食堂は、月に 1度といった具合です。私共

の支援金と栗原幹事のジャガイモその他の支援が、

役に立っているのであることを、実感致します。 

子どもの格差、貧困ですが、日本の子どもの 7人に一

人が貧困状態に置かれているという事です。この状況

に有効な手立てを打てておらず、2021年末に国は、

初めて大規模調査を実施しています。その調査から

も、貧困の状態を見えにくくしている要因も浮かび上

がったという事です。私達も、見えにくいがゆえに、問

題を実感できていないと思います。 

一つ目は、ファストファッション(最先端の流行をいち

早く取入れ、それを安く提供する衣料販売チェーンに

業態)や格安スマホなど物質的な豊かさによって粉飾

される事。2つめは、高校生のアルバイトなど子ども達

が家計の支えて担っている事。3つめは、本人が貧困

を隠すために、教師や、周囲の大人たちが気づきにく

いことが挙げられています。 

という訳で、ひまわり俱楽部もそうですが、近ごろは、

子どもたちだけだはなく、その親はもちろんですが、

誰でもが集える「タマリバ」を子ども食堂は目指すよう

になってきていると、聞いています。 

そして、先程の格差の問題ですが、「子どもの貧困」

に加え、「教育格差」そして、「スポーツ格差」が、問題

として取り上げられているようです。 

教育格差について、クイズを出します。 

もちろん、私が考えた訳ではなく、松岡亮二さんという

社会学者の本の最初のページに記されています。子

どもが自身で選んだわけではない初期条件である

「生まれ」によって、学力や学歴といった教育成果の

会長の時間 
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会長 小林奈保絵 会長ｴﾚｸﾄ 寳積英彦 副会長 高田虎光 幹事 栗原成実 



差がある。日本は、「生まれ」で人生の選択肢や可能

性が大きく制限される「ゆるやかな身分社会」なので

す、ということが書かれています。 
【質問 1】 

親の学歴により、習い事や教育サービスなどの利用格差が

顕著になるのは・・・ 

小学校就学前 〇 

小学校低学年 

小学校中学年 

【質問 2】 

公立の小学校同士の間で学力格差が確認できるのは・・・ 

1年生から 〇 

4年生から 

6年生から 

【質問 3】 

家庭の文化資源(蔵書数)による学力格差は、小学 6年から

中学 3年までの間、学年が上がるにつれて拡大する・・・ 

拡大する 

変わらない 〇 

縮小する 

【質問 4】 

戦後、教育格差(親の学歴と子の学歴の関連の強弱)は

2000年ごろから・・・ 

拡大した 

変わっていない〇 

減った 

【質問 5】 

相対的貧困にある子どもの数は 1980年代と比べると 2010

年に大きく・・・ 

増えた 

変わっていない 〇 

減った 

この本を本当に読み込んでいない状態で、皆様にご

紹介するのは、心苦しかったのですが、 

経済的格差が生み出す貧困、教育格差、そして子ど

ものスポーツ格差も指摘されています。家庭の収入で

体力も二極化しているといいます。学力の低い子は、

体力・運動能力も低い傾向があり、学年が上がるにつ

れて、格差が拡大していくことも明らかになっていると 

言われています。 

以上の傾向、問題は、きっと、日本全体の大きな損失

であると思われます。 

私たちは、子ども食堂ひまわり俱楽部を応援していく

ことで、その損失をほんの少し、軽減している事にな

ろうかと思います。 

先日、入間 RCの会長さんから子ども食堂を応援した

いのですが・・とのお話もありました。 

私たちは、良いことをしていると誇りを持っていいと思

います。 

 

 
 

 

 < 栗原成実 幹事 > 

報  告 

 7 月 26 日、パストガバナー真下和男様（東松山

RC）が満 90歳で亡くなりました。謹んでご冥福

をお祈りいたします。 

小林奈保絵会長 栗原成実幹事 

7月 21日小谷野剛狭山市長を訪問 

（新狭山 RCと共に） 

今年度の名誉会員の推戴状をお渡ししました！ 

回  覧 

 地区事務所より「RLI PartⅠのご案内」 

 地区事務所より「危機管理に関する資料」 

 ロータリーの友より「電子版パスワード変更の

お知らせ」 

 国際ロータリーより「クラブ・地区支援リソー

ス集のご案内」 

 ハイライトよねやま 

 ＡＡＲニュース 

他クラブ例会変更のお知らせ 

 東松山 RC 

 

･････クラブ協議会･････ 
会員減少に伴うクラブ運営改善議案のひとつで

ある“例会の会場をニックスから事務局へ”を

今回実践してみたうえで、以下を討議しました。 

「例会をニックスから事務局に変更（昼食なし）

するか？」 

⚫ 事務局の空調問題（エアコンの効きが悪い） 

⚫ 駐車場の問題（狭山市役所の駐車場を使用

することについて） 

⚫ 昼食なしは寂しい 

「会費値上げをするか？」 

⚫ 月 5,000円値上げして、年間会費 300,000円

にしたら？ 

⚫ 新入会員は 1年間 240,000円とし、2年目以

降 300,000円としたら？ 

⚫ 月 5,000円の値上げで賄えるのか？ 

今回の意見を 8月 4日の理事会で検討し最終決

定する予定です。 

 

 
< 田端都女子 SAA > 

小林会員 暑くて、何にも書けない思いつか
ない状況です。ごめんなさい。 

栗原会員 暑い中、暑い事務所で初の例会に
参加していただきありがとうござ
います。 

渡邉会員 7月 21日の夜間例会を欠席して申
し訳ございません。本日の例会は
特別例会との事。会員の皆様のご
意見が多数出ればと思います。 

幹事報告 

ニコニコボックス 


